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1 活動報告集計表について 

1.1 目的 
活動報告集計表は、河川レンジャー活動の充実・向上および河川レンジャー制度の進捗点検に活用

することを目的としています。

1.2 集計表の概要 
集計表は、活動報告をもとに、活動で得られた成果と課題をとりまとめた資料です。

活動ごとに河川レンジャーによる活動の確認結果を一覧表としてまとめています。さらに、一覧表

には、河川レンジャー自身が、活動結果の確認の総括として、『活動全体におけるアピールポイント』

および『活動結果を踏まえた今後の課題・改善点』を記載しています。

1.3 活動結果の確認 
河川レンジャーが活動結果を自ら確認する内容は、以下のとおりです。

各河川レンジャーが、年間活動計画において位置付けた活動の目的・目標（STEP１～３）の達成

状況を確認・記入するととともに、活動の充実度、定着度、地域への貢献度、河川事業への貢献度に

ついて確認し、該当する項目には○を付け、そのなかでも、アピールポイントに記載した内容に特に

関係の深い項目は、●を付けることとしています。

表 1.3.1「達成状況」「取り組み内容」の確認項目 

項目 内容 

目標等に対する達成度 1）年間活動計画に示した目標や活動内容に沿った取り組みができたか？

2）年間活動計画に示した「課題に対する改善点」を踏まえた取り組みができたか？

活動の充実度 
（活動における工夫の
有無） 

① 活動内容について、これまでの課題を“改善”するような工夫はあったか？

② 活動内容を更に“充実・発展”させるような工夫はあったか？

③ 活動内容に関して、参加者の声を聞くような取り組みや工夫はあったか？

④ 活動の広報において、口コミ以外で参加者数を増加させるような工夫はあったか？

⑤ 継続活動において、メンバー構成（レンジャーの参加者や連携団体）は多様化したか？

活動の定着度 
（活動の定着度や広が
り、公共性、公平性、継
続性の有無） 

⑥ 活動は地域の要望（ニーズ）を受け継続しているか？

⑦ 活動において地域の協力は得られているか？

⑧ 活動は広く周知され、誰もが公平に参加しやすいものとなっているか？

⑨ 継続活動において、活動回数や参加者数は増える傾向にあるか？

地域への貢献度 
（地域（人）と川の繋がり
の促進への貢献度） 

⑩ 地域住民の川への興味を向上させ、川の利用、川とのふれあいを促進したか？

⑪ 地域や連携を図った相手の“川に対する考え”や“活動”に変化はあったか？

⑫ 河川を愛護する団体などを創出したか？

河川事業への貢献度 ⑬ 河川整備や水辺整備、河川管理に関する“住民意見の聴取”（すでにある計画や施設に

対する意見の聴取・収集）に貢献したか？

⑭ 河川整備や水辺整備、河川管理に関する“ニーズの抽出”（河川管理者が把握できてい

ないニーズの抽出）に貢献したか？

⑮ 河川整備や水辺整備、河川管理への住民の関わり（事業等のプロセス（ワークショップな

ど）への参加・協力）を促進したか？

1.4 貢献分野 
集計表では、活動ごとに、主たる貢献分野（一つの活動につき一つの分野）と波及貢献分野（一つ

の活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野で、複数の分野に該当している場合があり

ます）を示しています。

表 1.4.1 河川レンジャーの活動事例 

貢献分野 活動事例 

Ａ：治水・防災 河川管理施設の学習会、水害・水防工法の体験学習、マイ防災マップづくり、避難活動 

Ｂ：環境保全 自然観察、外来種の除去、生物調査、水質調査 

Ｃ：河川利用 河川利用者への安全指導、不法投棄・不法工作の把握、節水意識の啓発、Ｅボート体験 

Ｄ：維持管理 清掃活動、水辺の安全利用点検、河川管理施設等の異常箇所の把握 

Ｅ：歴史・文化 河川に係わる史跡の探訪、歴史・文化講座 

Ｆ：川・人づくり 河川公園ワークショップ、意見交換会、ジュニア河川レンジャーの養成、河川愛護団体の創出 

1.5 運営会議における意見聴取 
運営会議では、活動の成果と課題を確認し、活動の充実・向上に向けた意見聴取を行います。

会議における意見は、河川レンジャー活動の定性的評価として資料にとりまとめるとともに、活動

の改善につながるよう河川レンジャーに提示します。

～河川レンジャーの目指す方向～

河川レンジャーの活動は、自然観察や施設の見学会などの河川への啓発活動を単発的に実施するの

ではなく、最終の目標を見定めて、知識や経験等の蓄積に応じてステップアップを図りながら、河川

レンジャーの役割を果たしていくこととしています。

河川レンジャーの目指す方向 

スタート
地域住民が河川に関心を持つ活動

（河川レンジャーの得意分野・専門分野を活かした活動）

STEP１ 地域住民が河川に関わる機会を拡大する活動 

STEP２ 
地域住民の河川との関わりを促す活動

（河川レンジャーと河川管理者がともに考える活動）

STEP３ 
地域住民との意見交換を通じて河川との関わりを定着させる活動

（河川に関するあらゆる情報を地域から行政へ発信、行政から地域へ働き掛ける活動） 

最 終
 河川管理者が提示した河川管理(案)について住民意見をとりまとめる活動

 地域住民の河川管理に関するニーズの形成・抽出を行う活動
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活動報告集計表の凡例

集計表には、単独活動と連携活動の 2 種類があります。 
単独活動は、河川レンジャー1 名が主催（または共催・協力）した活動であり、 
連携活動は、企画から運営までを複数の河川レンジャーが連携して実施した活動です。

各項目の確認内容を示します。なお、活動ごとのアピールポイント記載欄には、計画していた活動が未実施の場合は、その理由を記載しています。

区分

１．活動の目的・目標 ３．総　括

1.1活動の目的 活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

段階

Step1

Step２

Step３

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2019/5/6
第３回●●河川公園整備計画
検討ワーキンググループ

●●市●●公民館（●●
地区）

共催 45 1 2 普通 普通 3 3 ● ○ ○ ○ ○ ○
　SNS（facebook）での告知を行った結果、参加者数の増

加に繋がった。

2 2019/6/10 ●●川クリーンアップ＜連携＞
●●川●●橋～●●橋
区間

共催 200 できた できた 2 2 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
　活動後の座談会で河川管理に関する意見が出たの

で、活動報告に併せて河川管理者への報告を行った。

（住民意見の聴取に貢献した）

3 2019/7/10
●●川での魚つかみ体験＜他
ブロック管内で実施＞

●●川●●橋付近 主催 30 1 できた 普通 1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

氏名 所属

活動全体におけるアピールポイント

上半期

目標 活動内容 実施時期

No.

実施状況 連携団体数 達成状況

確認項目 STEP 川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

治

水

･

防

災

環

境

保

全

河

川

利

用

維

持

管

理

歴

史

･

文

化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

＜貢献分野＞ 
それぞれの河川レンジャー活動が、どれだけ幅
広い分野に波及効果をもたらせたかを確認。 
●：主たる貢献分野 ○：波及貢献分野

＜活動の充実度＞ 
活動において工夫・変化・
発展があったか。また、広
報において工夫・取り組み
がされているか確認。 

＜活動の定着＞ 
活動の定着度や広がり、公
共性、公平性、継続性の有
無や地域の協力は得られ
いるかなどを確認。 

＜地域への貢献度＞ 
地域（人）と川の繋がりの促
進への貢献度を確認。活
動により、地域・自治体に変
化をもたらすことができたか
を確認。 

＜河川事業への貢献度＞ 
河川整備や維持管理など
に関する住民意見やニーズ
を集めることができたか確
認。また、河川整備や水辺
整備、河川管理への住民
の関わりを促進することに貢
献できたか確認。 
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活動報告集計表＜単独活動＞

杉本　真一 区分 河川レンジャー（試行期間） 高槻出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

1.2活動の目標

１年
目

２年
目

３年
目

４年
目

Step1
地域住民の関
心を高める

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒ ⇒ ⇒
【ゆるやかな連携】地域団体が主体とな
る活動の支援

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の展開
・参加者が教え学び合う場づくりの支援
②たかつき防災学習会
・地域団体による防災学習会の支援
・小学校等での防災出前授業（段階的学習）
の確立、児童生徒が活動成果を発表する場の
創出
③鳥飼ワンド外来水草除去活動の実施
・地域と協働した活動の支援

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

【ひろがり】河川レンジャー、河川管理
者と地域団体との協働

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の展開
・他機関との協力体制を構築する
・参加者、サポートスタッフの育成

②たかつき防災学習会の展開
・地域団体等とプログラムの実施
※防災授業：持続可能な活動に向けた教育委
員会との協議

学校等での防災授業の実施は感染対策
（従来全学年一斉に座学をしており、会
場の検討）を考慮しながら実施する必要
がある。

段階 目標 活動内容
試行
期間

1期 ２期

【つながり】地域住民との関係づくり

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の実施
・川と自然とのかかわりを理解する体験学習
プログラム
・参加者の募集や関係機関との調整
②たかつき防災学習会
・河川に関するテーマ（防災、環境、歴史観
光等）を学ぶプログラム
※防災授業：小学校などでの出前授業

年間

新型コロナ感染状況により、当初計画
の変更を余儀なくされ、充実したレン
ジャー活動ができなかった。

特に鳥飼ワンド水草駆除活動について、
関係機関との連携を築き、住民を巻き込
んだ活動にしていきたいと考えていま
す。
感染状況の見通しが立ちませんが、いつ
でもレンジャー活動が実施できるよう、
実行委員会などへ出席し、研鑽を重ねて
いきたいと考えております。

氏名 所属

【現状】・子どもの生活スタイルの多様化（遊び方の変化や塾や習い事）から川で遊ぶ子どもが少ない。学校では安全面
から「川は危ない近づくな」という指導。
・風水害の自然災害は増加傾向にあり、地域での防災意識は高まっているが、学校現場における「防災教育」へのニーズ
が求められている。
【目的】自然とふれあう機会が少ない子どもたちに、学校では経験のできない自然体験学習や防災学習を実施する。特に
高槻市を南北に流れる芥川と淀川とのつながりを意識しながら、子どもの健全育成と河川への興味関心を深めていく。ま
た、多くの世代へ淀川や芥川の魅力や現状を学び教え合う場を創出し、地域の防災や自然環境、歴史、文化などへの理解
を深め、持続可能な担い手づくりにつなげていくことを目指す。

活動全体におけるアピールポイント

上半期

緊急事態宣言発出が相次ぎ、レン
ジャー活動ができなかった。
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活動報告集計表＜単独活動＞

杉本　真一 区分 河川レンジャー（試行期間） 高槻出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動(未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。)

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/12/5
高槻ジュニア河川レンジャー
～川の安全ウォーク～

芥川大橋～津之江公園
～城西橋～JR鉄橋

主催 11人
でき
た

でき
た

1 1 ○ ● ○ ● ○ ○ ○

[充実度]各ポイントで撮影した写真（下にメ
モ欄がある）にその場で所感を記入させる
[定着度]コロナ感染が落ち着ていいるが
（12/5時点）参加者が少ない傾向にある

2 2022/ たかつき防災学習会
高槻市立小中学校及び
その周辺

年度内の実施に向け調整中

3 2021/4/ 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（市役所～城
西橋～桜堤公園～摂津
峡公園）

とりやめ

4 2021/6/ 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（摂津峡公園
～上の口バス停）

コロナ感染拡大防止のため中止

5 2021/7/ 水辺の生き物観察会
高槻市立自然博物館
（あくあぴあ芥川）

コロナ感染拡大防止のため中止

6 2021/8/ 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（摂津峡北～
芥川漁協）

コロナ感染拡大防止のため中止

7 2021/9/ 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（芥川漁協～
原大橋）

コロナ感染拡大防止のため中止

8 2021/9/ たかつき防災学習会
高槻市総合センター
（高槻市役所）

コロナ感染拡大防止のため中止

9 2021/10/ 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（城西橋～芥
川大橋～唐崎～高槻ｽｶｲ
ﾊﾟｰｸ）

12月に行程を変更して実施

10 2021/11/ たかつき防災学習会
高槻市立小中学校及び
その周辺

とりやめ

11 2021/12/ たかつき防災学習会 高槻市内 とりやめ

12 2022/2/ 高槻ジュニア河川レンジャー
アルプラザ高槻（JR高
槻駅）

コロナ感染拡大防止のため中止

13 2022/3/12
高槻ジュニア河川レンジャー
（淀川芥川クリーンアップ大
作戦）

芥川流域（芥川大橋～
次郎四朗橋～津之江公
園～城西橋）

コロナ感染拡大防止のため中止

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

歴
史
･
文
化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理
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活動報告集計表＜単独活動＞

酒井　信行 区分 グループ河川レンジャー 高槻出張所

１．活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/10/30
第23回三島江切り下げ地再樹
林化防止大作戦＆外来種駆除
作戦

三島江切り下げ地 共催 16人 2 普通 普通 2 2 ○ ● ● ○ ● ● ●

[充実度]
・いつも本レンジャー活動でヤナギの伐木作業を
している中学生の生物クラブが、自主的に伐木作
業をしたことは、今後の三島江環境の保全･再生に
つながることに期待できる。
[定着度]・緊急事態宣言中に中学生の生物クラブ
が自主的にヤナギの伐木を10回ぐらい実施してい
たこともあり、結果的に良い環境が保全されてい
た。
[地域貢献度]・ヤナギの伐木により堤防から淀川
の水面が見えるくらい作業が進んで、淀川を散策
する方が増えることを期待した。

2 2022/3/12
第17回淀川･芥川クリーン
アップ大作戦（三島江地区）

三島江切り下げ地区、
三島江自然ワンド

コロナ感染拡大防止のため中止

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

歴
史
･
文
化

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

維
持
管
理

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域へ
の貢献
度

河川事業へ
の貢献度

年間

第23回 淀川三島江切り下げ地ヤナギ再樹林化防
止大作戦

上半期

淀川河川公園三島江野草地区（河川敷切下げ区域）では、川と人がチー
ムを組んで、淀川らしい水辺の風景に戻す試みを進めています。伸びた
草を刈ったり、再樹林化しないようヤナギの新芽を切ったりしながら、
自然とふれ合い遊びながら学べる場所にしていこうと、みんなで汗を流
しています。
　今回も、平成30年11月と令和元年の3月及び6月、令和3年3月に設定し
た実験木の、成長抑制結果を確認し評価します。実験結果をチームで楽
しみにしています。

氏名 所属

活動名 活動目的 活動全体におけるアピールポイント
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活動報告集計表＜単独活動＞

原　　健二 区分 河川レンジャーアドバイザー 高槻出張所

１．活動の目的 ３．総　括

活動結果を踏まえた今後の課題・改善点

氏名 所属

活動名 活動目的 活動全体におけるアピールポイント

今後、本WGの活動を淀川河川公園右岸地域協
議会との連携を深めて進めることにより淀川
河川公園大塚地区の魅力ある公園づくりを目
指す。

「こどもまつりで地域の防災・減災を学ぼう！」
出展

「こどもまつりで地域の防災・減災を学ぼう！」という講座で参加する
親子にマイタイムラインを中心とした解説や実際にマイタイムラインの
作成を体験してもらうことで防災・減災を学んでもらう。

冬の鳥観察と野草の迷路探検 淀川河川公園大塚地区魅力発見プロジェクト（仮称）の一つの取り組み
として冬の河川公園利用推進を目的に
野鳥観測と野草迷路探検を実施する。（高槻市立南大冠公民館と共催で
実施）

年間

新型コロナ感染の緊急事態宣言下で活動が
制限される中、淀川河川公園大塚地区課題
検討WGの活動が淀川河川公園大塚地区魅力
発見プロジェクトへと展開されることと
なった。また、プロジェクトの中で検討さ
れる四季を通してのイベント開催の1つと
して「冬の鳥観察と野草の迷路探検」活動
で大塚地区の自然をアピールする場が実現
できた。

淀川河川事務所の取り組みである淀川河川公
園大塚地区魅力発見プロジェクトの1構成団体
として地域の声を吸い上げる位置づけとして
の淀川河川公園大塚地区課題検討WG活動を継
続する中で、大塚地区魅力発見プロジェクト
に貢献していけるようにWG活動の充実を図
る。

大塚地区公園整備計画のベストな実現に向けた活
動
第３６回淀川河川公園大塚地区課題検討WG

河川公園を中心とした淀川河川敷大塚地区を魅力ある場所にするため
種々の課題に対して地域住民と行政（高槻市、淀川河川事務所）と連携
してその課題解決を図る。

上半期

本WGの当初検討課題であった①堤防道路横
断の安全性改善②親水エリアの創出と
その活用提案提案③迷惑・危険行為の撲滅
に加えて河川公園の活用推進のための四季
を通してのイベント開催検討をスタートで
きた。

6



活動報告集計表＜単独活動＞

原　　健二 区分 河川レンジャーアドバイザー 高槻出張所氏名 所属

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：計画に対して未実施となっている活動　その場合は、未実施となった理由をアピールポイント欄に記載しています。

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑬ ⑭ ⑮

1 2021/7/19

大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動
第３６回淀川河川公園大塚地
区課題検討WG

高槻市冠コミュニティ
センター

主催 12人 3 1 3 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]今年度からの新メンバーへの交代を機に
これまでのＷＧ活動の総括を実施し、現状の課題
整理と今後の取り組む方向性が明確になった。

2 2021/7/29
「こどもまつりで地域の防
災・減災を学ぼう！」出展

南大冠公民館 共催 41人 1 ● ○ ●

[充実度]過去に地域の文化祭で防災展示を実施し
ていたが、今回は子供向けにマイ・タイムライン
の作成を実際に体験してもらうことでより深く学
んでもらうことができた。

3 2021/10/11
大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動

高槻市冠コミュニティ
センター

主催 14人 3 1 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

[河川事業への貢献度]淀川河川公園大塚地区魅力
発見プロジェクト（仮称）で本ＷＧの検討内容が
河川事業に直結することになった。

4 2022/1/16 冬の鳥観察と野草の迷路探検 大塚船着場 共催 39人 1 1 ● ○ ○ ○ ○ ●

[地域貢献度]野鳥観察や野草の迷路探検を通して
淀川河川敷大塚地区の自然の豊かさを感じても
らった。

5 2022/3/14
大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動

高槻市冠コミュニティ
センター

主催

6 2021/5/17
大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動

コロナ感染拡大防止のため中止

7 2021/8/
大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動

コロナ感染拡大防止のため中止

8 2021/9/26 バッタのオリンピック 淀川河川公園大塚地区 共催 コロナ感染拡大防止のため中止

9 2021/12/1
大塚地区公園整備計画のベス
トな実現に向けた活動

とりやめ

10 2022/3/12
第17回淀川･芥川クリーン
アップ大作戦（大塚地区）

淀川河川敷大塚地区 主催 コロナ感染拡大防止のため中止

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

歴
史
･
文
化

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域へ
の貢献
度

河川事業へ
の貢献度

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理
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活動報告集計表＜連携活動＞

１．全体集計表　

アピールポイント

1) 2) 計画 結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1
原RA

酒井RA
2021/10/16

鳥飼ワンド外来種駆除大作戦
オンライン報告会（勉強会）

オンライン開催 主催 16人 2 2 ● ○ ●

－

2

杉本R
原RA

酒井RA
伊藤R

2021/11/7 鳥飼ワンド外来植物駆除大作戦 鳥飼ワンド1号・3号 共催 17人 1 1 できた できた 2 2 ● ○ ○ ● ● ●

[充実度]他地域での駆除活動に参加している
IVUSAの学生さんも参画いただき貴重な意見を
聞くことができた
[地域貢献度]参加した学生のなかには、淀川を
初めて訪れた方もいた。川の環境や生き物につ
いて学び、関心を高めることができた。

No.
河川レン
ジャー名

実施状況 連携団体数 達成状況

STEP

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所
運営
形態

参加
者数

市民
団体
等

行政
機関

学校
関係

確認項目

貢献分野

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川
づ
く
り
･

人
づ
く
り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度
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